
(57)【要約】

【課題】骨盤を正常な位置に保持し、背骨を正常なＳ字

状彎曲の状態に保持する。

【解決手段】椅子の背もたれ部と背中の間に入れるクッ

ション。（ａ）クッション外包２内の中材３を、背伸ば

し部１０と、その下の胸椎・腰椎支持部２０と、その下

の骨盤収容部３０から形成する。（ｂ）背伸ばし部１０

を、溝状の背骨逃がし部１１と、その両側に位置して脊

柱起立筋を支える背筋支持部１２から形成する。（ｃ）

胸椎・腰椎支持部２０を、背骨逃がし部１１に連なる溝

状の第２の背骨逃がし部２４と、胸椎及び腰椎を支える

平盤状の胸椎・腰椎支え部２３から形成する。（ｄ）骨

盤収容部３０を、骨盤を収容する凹み部３１と、該凹み

部の両側に位置して骨盤を両側から支える骨盤支持部３

２から形成する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
着 席 姿 勢 に て 椅 子 の 背 も た れ 部 と 背 中 と の 間 に 入 れ る ク ッ シ ョ ン で あ っ て 、
　 　 （ ａ ） ク ッ シ ョ ン 外 包 内 の 中 材 を 、 背 伸 ば し 部 と 、 そ の 下 方 の 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 と 、
そ の 下 方 の 骨 盤 収 容 部 か ら 形 成 し 、
　 　 （ ｂ ） 前 記 背 伸 ば し 部 を 、 溝 状 の 背 骨 逃 が し 部 と 、 そ の 両 側 に 位 置 し て 脊 柱 起 立 筋 を
支 え る 背 筋 支 持 部 か ら 形 成 し 、
　 　 （ ｃ ） 前 記 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 を 、 前 記 背 骨 逃 が し 部 に 連 な る 溝 状 の 第 ２ の 背 骨 逃 が し
部 と 、 胸 椎 並 び に 腰 椎 を 支 え る 平 盤 状 の 胸 椎 ・ 腰 椎 支 え 部 か ら 形 成 し 、
　 　 （ ｄ ） 更 に 、 前 記 骨 盤 収 容 部 を 、 骨 盤 を 収 容 す る 凹 み 部 と 、 該 凹 み 部 の 両 側 に 位 置 し
て 骨 盤 を 両 側 か ら 支 え る 骨 盤 支 持 部 か ら 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る ク ッ シ ョ ン 。
【 請 求 項 ２ 】
背 伸 ば し 部 を 硬 質 の ク ッ シ ョ ン 材 で 形 成 し 、 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 及 び 骨 盤 収 容 部 を 硬 質 の ク
ッ シ ョ ン 材 と 軟 質 の ク ッ シ ョ ン 材 と か ら 複 合 部 材 に よ っ て 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 記 載 の ク ッ シ ョ ン 。
【 請 求 項 ３ 】
背 伸 ば し 部 と 、 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 の 背 面 板 と 、 骨 盤 収 容 部 の 背 面 板 と を 硬 質 の ク ッ シ ョ ン
材 を 用 い て 一 体 的 に 成 形 し 、 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 の 前 面 板 及 び 骨 盤 収 容 部 の 前 面 板 と を 軟 質
の ク ッ シ ョ ン 材 を 用 い て 一 体 的 に 成 形 し 、 か つ 、 両 者 を 接 着 手 段 を 用 い て 互 い に 接 着 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ク ッ シ ョ ン 。
【 請 求 項 ４ 】
胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 の 前 面 板 の 下 部 に 小 前 面 板 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の ク
ッ シ ョ ン 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 着 席 姿 勢 に て 椅 子 の 背 も た れ 部 と 背 中 と の 間 に 入 れ て 使 用 す る ク ッ シ ョ ン に
関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 人 間 は 、 約 ４ 乃 至 ６ ｋ ｇ の 重 量 を 有 す る 頭 を 身 体 の 最 上 部 に 乗 せ て 行 動 し て い る た め 、
首 肩 や 背 中 、 特 に 、 腰 に 大 き な 負 担 が 掛 か る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 実 際 、 椅 子 や 床 、 あ る い は ソ フ ァ ー に 腰 掛 け る と 、 ほ と ん ど の 人 は 、 骨 盤 が 後 方 に 傾 斜
す る よ う な 姿 勢 と な り 、 背 筋 を 丸 め て 顎 を 前 方 に 突 き 出 し て し ま う 。 こ の 時 、 首 肩 か ら 背
中 、 特 に 、 腰 に 大 き な 重 さ （ 荷 重 ） が 加 わ り 、 そ の 負 担 が 原 因 で 肩 こ り や 腰 痛 に な り 易 い
。 腰 、 特 に 、 腰 の 第 ３ 椎 間 板 に 掛 か る 重 さ を 具 体 的 な 数 字 を 挙 げ て 説 明 す る と 、 次 の よ う
に な る 。 す な わ ち 、
　 　 （ ａ ） 　 立 位 で は 、 体 重 の 約 １ ． ５ 倍 の 重 さ が 腰 に 掛 か る 。 例 え ば 、 ７ ０ ｋ ｇ の 体 重
の 人 は 、 約 １ ０ ０ ｋ ｇ の 重 さ が 腰 に 掛 か る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 　 （ ｂ ） 　 骨 盤 を 正 し く 起 こ し て 座 っ た 場 合 は 、 体 重 の 約 ２ 倍 の 重 さ が 腰 に 掛 か る 。 例
え ば 、 ７ ０ ｋ ｇ の 体 重 の 人 は 、 約 １ ４ ０ ｋ ｇ の 重 さ が 腰 に 掛 か る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 （ ｃ ） 　 背 筋 を 丸 め て 腰 を 落 と し た 格 好 、 あ る い は 骨 盤 が 後 方 に 倒 れ た 状 態 で は 、 体
重 の 約 ３ 倍 弱 の 重 さ が 腰 に 掛 か る 。 例 え ば 、 ７ ０ ｋ ｇ の 体 重 の 人 は 、 約 １ ９ ０ ｋ ｇ の 重 さ
が 腰 に 掛 か る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 背 骨 の 歪 み は 、 首 肩 凝 り や 頭 痛 、 腰 痛 の ほ か 、 膝 や 肘 な ど の 四 肢 の 神 経 、 あ る い は
自 律 神 経 な ど 、 身 体 に 多 く に 体 調 不 調 を 起 こ す 原 因 の 一 つ と な る と 考 え ら れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 願 の 発 明 者 の 経 験 に よ れ ば 、 背 筋 を 伸 ば す よ う に 努 力 し た り 、 背 骨 の 柔 軟 性 が 回 復 す
る と 、 上 記 の 症 状 が 軽 減 す る 方 が 多 い 。 そ れ は 、 脳 か ら 出 た 神 経 は 、 脊 髄 を 通 り 、 背 骨 の
間 か ら 出 て 首 肩 か ら 手 、 腰 か ら 足 な ど の 骨 格 筋 に 入 る か ら で あ る 。 し た が っ て 、 背 骨 は 、
身 体 の 大 黒 柱 だ け で な く 、 神 経 を 通 し て い る 大 切 な 柱 な の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 他 方 、 自 律 神 経 は 、 背 骨 か ら 出 て 背 骨 の 脇 で 神 経 節 を 作 り 、 そ こ か ら 内 臓 に 入 る 。 し た
が っ て 、 背 骨 の 歪 み は 、 自 律 神 経 に も さ ま ざ ま な 影 響 を 与 え る こ と が あ る と 考 え ら れ て い
る 。 医 学 本 で も 、 背 骨 ・ 骨 盤 と 喉 、 心 臓 、 胃 腸 、 便 通 、 子 宮 卵 巣 な ど 、 内 臓 臓 器 と 自 律 神
経 と は 、 密 接 に 関 係 し て い る こ と が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 神 経 の 症 状 ば か り で な く 、 筋 肉 に お い て も 、 長 時 間 の デ ス ク ワ ー ク 、 会 議 、 Ｐ Ｃ 作 業 、
ソ フ ァ ー な ど で く つ ろ ぐ 時 、 骨 盤 が 後 方 に 傾 斜 し て 背 骨 が 丸 ま ら な い よ う に サ ポ ー ト す る
こ と に よ り 、 首 肩 か ら 背 中 、 腰 の 筋 肉 の 負 担 が 軽 減 で き 、 そ れ に よ り 、 首 肩 凝 り や 腰 痛 、
背 中 の 痛 み な ど の 多 く の 不 定 愁 訴 の 軽 減 も 期 待 で き る の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 と こ ろ で 、 背 中 に 当 て て 腰 椎 を サ ポ ー ト す る よ う に し た ク ッ シ ョ ン は 、 非 常 に 多 い （ 例
え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ １ ４ ９ ５ ５ 号 明 細 書 （ 第 ２ 頁 、 図 ３ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 ク ッ シ ョ ン は 、 横 長 の 本 体 部 と 、 こ の 本 体 部 の 左 右 両 端 か ら 本 体 部 の 延 長 方 向 と 直
交 す る 方 向 に 延 長 さ れ た 第 １ 及 び 第 ２ 突 出 部 と 、 こ の 第 １ 及 び 第 ２ 突 出 部 と 反 対 方 向 に 向
け て 延 長 さ れ た 第 ３ 及 び 第 ４ 突 出 部 と か ら 形 成 さ れ 、 全 体 的 に Ｈ 字 形 を 呈 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 使 用 者 は 、 上 記 ク ッ シ ョ ン を 背 中 に 当 て て も た れ か か る の で あ る が 、 そ の 際 、 ク ッ シ ョ
ン の 位 置 を 調 節 し 、 上 記 本 体 部 が 腰 部 よ り や や 上 部 の 背 中 を 支 持 す る よ う に し て い る 。 　
　 　 　
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し か し 、 既 に 説 明 し た よ う に 、 背 筋 を 丸 め て 腰 を 落 と し た 格 好 、 あ る い は 骨 盤 が 後 方 に
倒 れ た 状 態 で は 、 体 重 の 約 ３ 倍 弱 の 重 さ が 腰 に 掛 か る の で 、 従 来 の よ う に 、 背 中 の 一 部 を
横 長 の 本 体 部 で 支 え る よ う に し た だ け で は 、 骨 盤 を 正 常 な 位 置 に 保 持 す る と 同 時 に 、 背 骨
を 正 常 な Ｓ 字 状 生 理 的 彎 曲 （ 以 下 、 Ｓ 字 状 彎 曲 と 称 す る 。 ） の 状 態 に 保 持 す る こ と が 難 し
い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 を 解 消 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ
ろ は 、 骨 盤 を 正 常 な 位 置 に 保 持 す る と 同 時 に 、 背 骨 を 正 常 な Ｓ 字 状 彎 曲 の 状 態 に 保 持 す る
こ と が で き る ク ッ シ ョ ン を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め 、 次 の よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に 係 る ク ッ シ ョ ン は 、 着 席 姿 勢 に て 椅 子 の 背 も た れ 部 と 背 中 と の
間 に 入 れ る ク ッ シ ョ ン で あ っ て 、
　 　 （ ａ ） ク ッ シ ョ ン 外 包 内 の 中 材 を 、 背 伸 ば し 部 と 、 そ の 下 方 の 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 と 、
そ の 下 方 の 骨 盤 収 容 部 か ら 形 成 し 、
　 　 （ ｂ ） 前 記 背 伸 ば し 部 を 、 溝 状 の 背 骨 逃 が し 部 と 、 そ の 両 側 に 位 置 し て 脊 柱 起 立 筋 を
支 え る 背 筋 支 持 部 か ら 形 成 し 、
　 　 （ ｃ ） 前 記 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 を 、 前 記 背 骨 逃 が し 部 に 連 な る 溝 状 の 第 ２ の 背 骨 逃 が し
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部 と 、 胸 椎 並 び に 腰 椎 を 支 え る 平 盤 状 の 胸 椎 ・ 腰 椎 支 え 部 か ら 形 成 し 、
　 　 （ ｄ ） 更 に 、 前 記 骨 盤 収 容 部 を 、 骨 盤 を 収 容 す る 凹 み 部 と 、 該 凹 み 部 の 両 側 に 位 置 し
て 骨 盤 を 両 側 か ら 支 え る 骨 盤 支 持 部 か ら 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る ク ッ シ ョ ン で あ る 。 　
　 　 　
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に 係 る ク ッ シ ョ ン は 、 背 伸 ば し 部 を 硬 質 の ク ッ シ ョ ン 材 で 形 成 し
、 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 及 び 骨 盤 収 容 部 を 硬 質 の ク ッ シ ョ ン 材 と 軟 質 の ク ッ シ ョ ン 材 と か ら 複
合 部 材 に よ っ て 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ク ッ シ ョ ン で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に 係 る ク ッ シ ョ ン は 、 背 伸 ば し 部 と 、 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 の 背 面 板
と 、 骨 盤 収 容 部 の 背 面 板 と を 硬 質 の ク ッ シ ョ ン 材 を 用 い て 一 体 的 に 成 形 し 、 胸 椎 ・ 腰 椎 支
持 部 の 前 面 板 及 び 骨 盤 収 容 部 の 前 面 板 と を 軟 質 の ク ッ シ ョ ン 材 を 用 い て 一 体 的 に 成 形 し 、
か つ 、 両 者 を 接 着 手 段 を 用 い て 互 い に 接 着 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ク ッ シ ョ
ン で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に 係 る ク ッ シ ョ ン は 、 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 の 前 面 板 の 下 部 に 小 前 面
板 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の ク ッ シ ョ ン で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 の よ う に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に 係 る ク ッ シ ョ ン は 、 着 席 姿 勢 に て 椅 子 の 背 も た
れ 部 と 背 中 と の 間 に 入 れ る ク ッ シ ョ ン で あ っ て 、
　 　 （ ａ ） ク ッ シ ョ ン 外 包 内 の 中 材 を 、 背 伸 ば し 部 と 、 そ の 下 方 の 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 と 、
そ の 下 方 の 骨 盤 収 容 部 か ら 形 成 し 、
　 　 （ ｂ ） 前 記 背 伸 ば し 部 を 、 溝 状 の 背 骨 逃 が し 部 と 、 そ の 両 側 に 位 置 し て 脊 柱 起 立 筋 を
支 え る 背 筋 支 持 部 か ら 形 成 し 、
　 　 （ ｃ ） 前 記 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 を 、 前 記 背 骨 逃 が し 部 に 連 な る 溝 状 の 第 ２ の 背 骨 逃 が し
部 と 、 胸 椎 並 び に 腰 椎 を 支 え る 平 盤 状 の 胸 椎 ・ 腰 椎 支 え 部 か ら 形 成 し 、
　 　 （ ｄ ） 更 に 、 前 記 骨 盤 収 容 部 を 、 骨 盤 を 収 容 す る 凹 み 部 と 、 該 凹 み 部 の 両 側 に 位 置 し
て 骨 盤 を 両 側 か ら 支 え る 骨 盤 支 持 部 か ら 形 成 し た た め 、 骨 盤 を 正 常 な 位 置 に 保 持 す る と 同
時 に 、 背 骨 を 正 常 な Ｓ 字 状 彎 曲 の 状 態 に 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ の 結 果 、 長 時 間 の デ ス ク ワ ー ク 、 会 議 、 Ｐ Ｃ 作 業 、 ソ フ ァ ー な ど で く つ ろ ぐ 時 、 骨 盤
が 後 方 に 傾 斜 し て 背 骨 が 丸 ま ら な い よ う に サ ポ ー ト す る こ と が で き 、 首 肩 か ら 背 中 、 腰 の
筋 肉 の 負 担 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 そ れ に よ り 首 肩 凝 り や 腰 痛 、 背 中 の 痛 み な ど の 多 く
の 不 定 愁 訴 の 軽 減 も 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 首 肩 や 背 中 、 腰 に か か る 負 担 を な る べ く 少 な く す る に は 、 骨 盤 の 位 置 、 背 骨 の 彎 曲 を で
き る 限 り 正 し い 状 態 に 支 え る こ と が 大 切 で あ る 。 し か し 、 筋 肉 に 力 を 入 れ て 背 骨 を Ｓ 字 状
彎 曲 に 保 持 す れ ば か え っ て 疲 労 し て し ま う 。 こ の 発 明 の ク ッ シ ョ ン は 、 上 記 の 如 き 構 成 で
あ る か ら 、 筋 肉 に 無 理 な 力 を 使 用 す る こ と な く 、 背 骨 を 丸 め な い 正 常 な Ｓ 字 状 彎 曲 に 保 持
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ の 上 、 背 中 と 同 時 に 骨 盤 の 上 部 も 一 緒 に サ ポ ー ト し な く て は 効 果 が 出 に く い 。 こ の ク
ッ シ ョ ン は 、 骨 盤 を ク ッ シ ョ ン の 凹 み 部 に 入 れ て 左 右 の 骨 盤 支 持 部 と 凹 み 部 の 背 面 で 骨 盤
が 後 ろ へ 倒 れ な い よ う に 工 夫 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 つ ま り 、 身 体 が ク ッ シ ョ ン 内 に 沈 み 込 め ば 、 背 中 が 丸 ま っ て し ま う が 、 こ の ク ッ シ ョ ン
に よ れ ば 、 逆 に 背 筋 が 伸 び る 。 更 に 、 こ の ク ッ シ ョ ン は 、 背 骨 が 丸 ま り 易 く な る ポ イ ン ト
を 支 え て い る の で 、 背 筋 が 伸 び 、 骨 盤 の 位 置 が 安 定 す る の で あ る 。 加 え て 、 背 骨 を 直 接 支
え る の で は な く 、 背 骨 の 両 側 に あ る 背 柱 起 立 筋 を 起 立 さ せ て 背 骨 を Ｓ 字 状 彎 曲 に 支 え る こ
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と も 大 き な ポ イ ン ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に 係 る ク ッ シ ョ ン は 、 背 伸 ば し 部 を 硬 質 の ク ッ シ ョ ン 材 で 形 成 し
、 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 及 び 骨 盤 収 容 部 を 硬 質 の ク ッ シ ョ ン 材 と 軟 質 の ク ッ シ ョ ン 材 と か ら 複
合 部 材 に よ っ て 形 成 さ れ て い る た め 、 身 体 を 柔 ら か く 、 か つ 、 し っ か り と 支 え る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に 係 る ク ッ シ ョ ン は 、 背 伸 ば し 部 と 、 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 の 背 面 板
と 、 骨 盤 収 容 部 の 背 面 板 と を 硬 質 の ク ッ シ ョ ン 材 を 用 い て 一 体 的 に 成 形 し 、 胸 椎 ・ 腰 椎 支
持 部 の 前 面 板 及 び 骨 盤 収 容 部 の 前 面 板 と を 軟 質 の ク ッ シ ョ ン 材 を 用 い て 一 体 的 に 成 形 し 、
か つ 、 両 者 を 接 着 手 段 を 用 い て 互 い に 接 着 す る こ と に よ り 、 中 材 を よ り 簡 単 に 形 成 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に 係 る ク ッ シ ョ ン は 、 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 の 前 面 板 の 下 部 に 小 前 面
板 を 設 け る こ と に よ り 、 長 時 間 の 使 用 で も 腰 椎 部 分 に 負 担 が 少 な く 不 快 感 や 痛 み も 生 じ る
こ と が 殆 ど な く 快 適 に 使 用 で き 、 ま た 小 前 面 板 で 背 骨 の 腰 椎 部 分 を 適 度 に 前 方 に 押 圧 し 、
背 骨 の カ ー ブ を 適 正 に 維 持 、 矯 正 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 こ の 発 明 の ク ッ シ ョ ン １ は 、 袋 状 に 形 成 さ れ た 外 包 ２ の 中 に 中 材 ３
を 装 填 し た も の で あ る 。 尚 、 説 明 の 都 合 上 、 外 包 ２ は 、 二 点 鎖 線 で 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 中 材 ３ は 、 背 伸 ば し 部 １ ０ と 、 そ の 下 方 の 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 ２ ０ と 、 そ の 下 方 の 骨
盤 収 容 部 ３ ０ か ら 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 背 伸 ば し 部 １ ０ は 、 硬 質 の ク ッ シ ョ ン 材 で 形 成 し た 断 面 長 方 形 の 細 長 い 部 材 か ら な
り 、 そ の 前 面 中 央 に 縦 溝 状 の 背 骨 逃 が し 部 １ １ を 設 け て い る 。 こ の 背 骨 逃 が し 部 １ １ の 両
側 は 、 図 示 し な い 脊 柱 起 立 筋 を 支 え る 背 筋 支 持 部 １ ２ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 ２ ０ は 、 硬 質 の ク ッ シ ョ ン 材 か ら な る 背 面 板 ２ １ の 前 面 に 軟 質 の
ク ッ シ ョ ン 材 か ら な る 前 面 板 ２ ２ を 張 り 合 わ せ た 平 盤 状 の 部 材 か ら な り 、 図 示 し な い 胸 椎
並 び に 腰 椎 を 支 え る 胸 椎 ・ 腰 椎 支 え 部 ２ ３ と な っ て い る （ 図 ２ 参 照 。 ） 。 更 に 詳 し く は 、
胸 椎 下 部 並 び に 腰 椎 を 支 え る 胸 椎 ・ 腰 椎 支 え 部 ２ ３ と な っ て い る 。 よ り 詳 し く は 、 胸 椎 中
部 か ら 胸 椎 下 部 並 び に 腰 椎 を 支 え る 胸 椎 ・ 腰 椎 支 え 部 ２ ３ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 ２ ０ は 、 そ の 上 部 中 央 に 背 伸 ば し 部 １ ０ の 背 骨 逃 が し 部 １ １ に 連
な る 縦 溝 状 （ Ｕ 字 状 ） の 第 ２ の 背 骨 逃 が し 部 ２ ４ を 設 け て い る 。 こ の 第 ２ の 背 骨 逃 が し 部
２ ４ は 、 軟 質 の ク ッ シ ョ ン 材 か ら な る 前 面 板 ２ ２ の 部 分 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 骨 盤 収 容 部 ３ ０ は 、 硬 質 の ク ッ シ ョ ン 材 か ら な る 背 面 板 ３ １ の 前 面 に 軟 質 の ク ッ シ
ョ ン 材 か ら な る 前 面 板 ３ ２ を 張 り 合 わ せ た 複 合 構 造 に な っ て お り 、 そ の 前 面 中 央 に 逆 Ｕ 字
状 ま た は 逆 凹 字 状 の 凹 み 部 ３ ３ を 設 け て い る （ 図 １ 参 照 。 ） 。 こ の 凹 み 部 ３ ３ は 、 図 示 し
な い 骨 盤 （ 臀 部 ） を 収 容 す る た め の も の で あ り 、 そ の 背 面 ３ ４ は 、 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 ２ ０
の 背 面 板 ２ １ の 前 面 ２ １ ａ よ り も 背 面 側 に 位 置 し て い る （ 図 ２ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 し か も 、 凹 み 部 ３ ３ の 両 側 に 位 置 し て い る 前 面 板 ３ ２ が 骨 盤 支 持 部 と な り （ 図 １ 参 照 。
） 、 図 示 し な い 骨 盤 （ 臀 部 ） を 両 側 か ら 支 え る 役 目 と 、 背 伸 ば し 部 １ ０ お よ び 胸 椎 ・ 腰 椎
支 持 部 ２ ０ を 支 え る 脚 部 の 役 目 を 持 っ て い る 。 な お 、 凹 み 部 ３ ３ の 上 辺 部 ３ ５ は 、 胸 椎 並
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び に 腰 椎 支 持 部 ２ ０ 内 に 越 境 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 述 し た 背 伸 ば し 部 １ ０ と 、 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 ２ ０ と 、 骨 盤 収 容 部 ３ ０ と は 、 接 着 剤 や
公 知 の 接 合 手 段 を 用 い て 互 い に 接 合 さ れ 、 図 １ 乃 至 図 ５ に 示 す よ う に 、 一 体 化 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ こ で 、 硬 質 の ク ッ シ ョ ン 材 と し て は 、 例 え ば 、 圧 縮 弾 性 歪 み １ ０ ％ 程 度 、 固 さ １ ７ ．
１ ｋ ｇ 程 度 の 硬 質 ポ リ ウ レ タ ン フ ォ ー ム が 好 ま し く 使 用 さ れ る 。 他 方 、 軟 質 の ク ッ シ ョ ン
材 と し て は 、 例 え ば 、 反 発 弾 性 率 ４ ６ ％ 程 度 の 軟 質 ポ リ ウ レ タ ン フ ォ ー ム が 好 ま し く 使 用
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 因 み に 、 上 記 中 材 の 寸 法 を 列 挙 す る と 、 次 の よ う に な る 。
　 　 （ １ ） 中 材 の 横 巾 ａ ： 約 ３ ２ ｃ ｍ
　 　 （ ２ ） 中 材 の 高 さ ｂ ： 約 ３ ７ ｃ ｍ
　 　 （ ３ ） 背 伸 ば し 部 の 高 さ ｃ ： 約 ５ ｃ ｍ ＋ α
　 　 （ ４ ） 背 骨 逃 が し 部 の 横 巾 ｄ ： 約 ６ ｃ ｍ
　 　 （ ５ ） 背 骨 逃 が し 部 の 長 さ ｅ ： 約 １ ３ ． ５ ｃ ｍ
　 　 （ ６ ） 凹 み 部 の 高 さ ｆ ： 約 １ ５ ． ５ ｃ ｍ
　 　 （ ７ ） 凹 み 部 の 横 幅 ｇ ： 約 ２ １ ． ５ ｃ ｍ
　 　 （ ８ ） 凹 み 部 の 背 面 の 横 巾 ｈ ： 約 １ ６ ｃ ｍ
　 　 （ ９ ） 中 材 の 奥 行 き ｉ ： 約 １ ０ ｃ ｍ
　 　 （ 10） 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 の 背 面 板 の 厚 さ ｊ ： 約 ５ ｃ ｍ
　 　 （ 11) 骨 盤 収 容 部 の 背 面 の 厚 さ ｋ ： 約 ３ ｃ ｍ
　 　 （ 12) 骨 盤 支 持 部 の 厚 さ ｍ ： 約 ９ ｃ ｍ
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 続 い て 、 上 記 ク ッ シ ョ ン の 効 能 に つ い て 説 明 す る 。
　 上 記 ク ッ シ ョ ン １ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 着 席 姿 勢 に て 椅 子 の 背 も た れ 部 ４ と 使 用 者 ５
の 背 中 ６ の 間 に 入 れ て 使 用 す る 。 な お 、 図 ６ で は ク ッ シ ョ ン 外 包 ２ は ク ッ シ ョ ン １ の 機 能
を 理 解 し 易 く す る た め に 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 使 用 者 ５ が ク ッ シ ョ ン １ に 寄 り 掛 か る と 、 中 材 ３ の 最 下 段 に あ る 骨 盤 収 容 部 ３ ０ の 凹 み
部 ３ ３ が 使 用 者 ５ の 臀 部 ７ を 抱 え 込 む よ う に な る 。 こ の 部 分 は 、 凹 型 に な っ て お り 、 臀 部
７ の 一 部 が 凹 み 部 ３ ３ 内 に 入 り 、 硬 質 の ク ッ シ ョ ン 材 で 構 成 さ れ て い る 凹 み 部 ３ ３ の 背 面
板 ３ １ に よ っ て 支 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 そ の 上 、 こ の 凹 み 部 ３ ３ の 両 側 に 設 け ら れ て い る 骨 盤 支 持 部 ３ ２ は 、 背 伸 ば し 部 １ ０ お
よ び 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 ２ ０ を 支 え る だ け で な く 、 骨 盤 ８ の 後 方 へ の 傾 斜 を 横 か ら 支 え る サ
ポ ー ト 役 を 持 っ て い る た め 、 骨 盤 ８ が 正 常 な 位 置 に サ ポ ー ト さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 記 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 ２ ０ は 、 そ の 上 部 に 背 骨 ９ が 入 り 込 む 縦 溝 状 （ Ｕ 字 状 ） の 第 ２ の
背 骨 逃 が し 部 ２ ４ が あ り 、 こ の 部 分 で 背 骨 ９ の 緊 張 感 を 緩 和 す る 。 ま た 、 硬 質 の ク ッ シ ョ
ン 材 か ら な る 背 面 板 ２ １ と 、 そ の 前 面 に 設 け た 軟 質 の ク ッ シ ョ ン 材 か ら な る 前 面 板 ２ ２ に
よ り 形 成 さ れ た 平 盤 状 の 胸 椎 ・ 腰 椎 支 え 部 ２ ３ が 図 示 し な い 背 柱 起 立 筋 群 を 抱 え 込 む と 共
に 、 胸 椎 下 部 並 び に 腰 椎 、 よ り 詳 し く は 、 胸 椎 中 部 か ら 胸 椎 下 部 並 び に 腰 椎 を 支 え る よ う
に な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 既 に 説 明 し た よ う に 、 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 ２ ０ の 下 部 に は 、 骨 盤 収 容 部 ３ ０ の 凹 み 部 ３ ３
の 一 部 （ 上 辺 部 ） ３ ５ が 越 境 し て 設 け ら れ て い る が 、 こ の 部 分 は 、 骨 盤 ８ と 背 骨 ９ を 支 え
な が ら 、 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 ２ ０ と の 不 連 続 面 に 起 因 す る 不 快 感 を 緩 和 す る た め に あ る 。 こ
の 部 分 が 強 す ぎ る と 、 腰 椎 の 過 度 前 彎 を 生 ず る 恐 れ が あ る 。 長 時 間 、 ク ッ シ ョ ン を 使 用 す
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る 時 の 腰 の 疲 れ や 不 快 感 を 最 小 限 に す る た め の 工 夫 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 従 っ て 、 腰 椎 の 前 彎 彎 曲 と 骨 盤 を 正 常 な 位 置 に 支 え ら れ る 。 ま た 、 ク ッ シ ョ ン １ に 身 体
が 沈 み 込 ん で も 骨 盤 の 後 方 へ の 傾 斜 が 少 な く て 済 む 。 ま た 、 腰 や 腰 周 囲 の 筋 肉 の 負 担 が 減
る の で 、 腰 痛 な ど の 予 防 も 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 既 に 説 明 し た よ う に 、 人 は 、 腰 掛 け る と 、 背 中 を 丸 め て し ま う が 、 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 ２
０ で 腰 椎 部 位 を 支 え な が ら 、 背 中 の 最 も 丸 ま る 部 位 の 筋 肉 （ 脊 柱 起 立 筋 ） を 背 伸 ば し 部 １
０ の 背 筋 支 持 部 １ ２ に よ っ て 支 え る こ と に よ り 、 背 骨 ９ を 正 常 な Ｓ 字 状 彎 曲 に 支 え る こ と
が で き る 。 背 骨 ９ を 直 接 支 え る よ り 、 疲 れ 易 い 脊 柱 起 立 筋 を 支 え る と 、 安 定 感 が あ り 、 と
て も 心 地 よ く 、 疲 労 感 も 少 な い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 上 の 説 明 で は 、 背 伸 ば し 部 １ ０ と 、 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 ２ ０ と 、 骨 盤 収 容 部 ３ ０ と を 接
着 剤 な ど を 用 い て 接 合 し た 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ の 限 ら ず 、 例 え ば 、 背 伸 ば し 部
１ ０ と 、 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 ２ ０ の 背 面 板 ２ １ と 、 骨 盤 収 容 部 ３ ０ の 背 面 板 ３ １ と を 硬 質 の
ク ッ シ ョ ン 材 を 用 い て 一 体 的 に 成 形 し 、 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 ２ ０ の 前 面 板 ２ ３ と 、 骨 盤 収 容
部 ３ ０ の 前 面 板 ３ ２ と を 硬 質 の ク ッ シ ョ ン 材 を 用 い て 一 体 的 に 成 形 し 、 か つ 、 両 者 を 接 着
剤 や 公 知 の 接 着 手 段 を 用 い て 互 い に 接 着 す る こ と に よ り 、 中 材 を 簡 単 に 形 成 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 凹 み 部 ３ ３ は 、 制 作 コ ス ト な ど を 勘 案 し て 階 段 状 に し た が 、 身 体 に 馴 染 み や す い
よ う に 角 部 に 丸 み を 付 け て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 本 発 明 の そ の 他 の 実 施 の 形 態 に お け る 中 材 ３ を 、 図 ７ に よ っ て 説 明 す る 。 こ の 形
態 が 、 先 の 実 施 の 形 態 と 異 な る 点 は 、 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部 ２ ０ の 前 面 板 ２ ２ に 小 前 面 板 ２ ２
ａ ， ２ ２ ｂ を 設 け る と い う 構 成 を 採 用 し た こ と で あ り 、 そ れ 以 外 の 構 成 は 全 く 同 じ で あ る
。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 即 ち 、 こ の 小 前 面 板 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ は 、 前 面 板 ２ ２ の 下 部 に 一 定 の 間 隔 を 開 け て 左 右 に
対 と な っ て 相 互 に 対 応 す る よ う に 接 着 し て 取 り 付 け ら れ る 。 そ し て 、 そ れ ぞ れ の 小 前 面 板
２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ は 、 ２ 枚 の 軟 質 の ク ッ シ ョ ン 材 を 上 下 に 接 触 状 態 に 組 み 合 わ せ て 取 り 付 け
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 小 前 面 板 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ は 、 そ れ ぞ れ 一 枚 も の で 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る が 、 上 記 の
よ う に ２ 枚 に 分 割 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 ２ 枚 に 分 割 す る 理 由 は 、 ク ッ シ ョ ン 性 を 一
層 向 上 さ せ る た め で あ り 、 こ の よ う に 構 成 す る こ と で 身 体 へ の フ ィ ッ ト 感 が 一 層 ソ フ ト に
な り 、 そ の た め 長 時 間 の 使 用 で も 負 担 が 少 な く 疲 労 を 殆 ど 生 じ な い と い う 効 能 が あ る 。 更
に 一 層 ソ フ ト 性 を 増 加 さ せ る 必 要 が あ る 場 合 に は 、 ３ 枚 以 上 の 分 割 に よ る も の も 好 ま し い
。 な お 、 ２ 枚 乃 至 ３ 枚 以 上 の ク ッ シ ョ ン 材 の 組 み 合 わ せ と し て 、 上 記 の 接 触 状 態 の 組 合 せ
の 他 、 若 干 の 隙 間 を 開 け て 組 合 せ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 図 ７ で 示 す と こ ろ で は 、 そ れ ぞ れ の 小 前 面 板 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ は 、 上 下 に 横 分 割 さ
れ て い る が 、 左 右 に 縦 分 割 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 小 前 面 板 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ は 、 前 面 板 ２ ２ へ の 接 着 に よ る 他 、 前 面 板 ２ ２ と 一 体 成
形 で 形 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 そ し て 、 一 対 の 小 前 面 板 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ の 間 に は 、 所 定 の 空 間 ２ ２ ｃ を 設 け て い る が 、
こ れ は 部 材 が 腰 椎 に 直 接 当 た る 状 態 が 長 時 間 続 く と 腰 椎 部 分 に 不 快 感 を 生 じ 、 場 合 に よ っ
て は 痛 み も 生 じ る た め 、 腰 椎 へ の 当 た り を 避 け る 腰 椎 逃 が し と し て 設 け た も の で 、 一 対 の
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小 前 面 板 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ が 腰 椎 を 避 け 、 そ の 両 側 部 の 腰 部 の 背 柱 起 立 筋 を 安 定 的 に 支 持 す
る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 小 前 面 板 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ の 標 準 的 な 外 形 寸 法 を 示 す と 、 縦 横 と も に 約 １ ０ ｃ ｍ 、 厚 み 約
１ ． ５ ｃ ｍ そ し て ２ つ の 小 前 面 板 の 間 の 空 間 ２ ２ ｃ の 幅 は 約 ６ ｃ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 な お 、 小 前 面 板 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ は 、 図 ７ 及 び 図 ８ の 示 す と こ ろ で は 平 板 状 に 形 成 さ れ て
い る が 、 こ れ を 円 柱 状 や 円 錐 台 状 な ど に 形 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 更 に 、 小 前 面 板 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ を 小 型 化 し て 腰 部 の 背 柱 起 立 筋 に 集 中 的 に 当 た る よ う 配
置 す る と と も に 、 硬 質 の プ ラ ス チ ッ ク な ど で 形 成 す る と 、 腰 椎 の 両 側 部 へ の 指 圧 効 果 が 期
待 で き る 。 こ の 場 合 、 小 前 面 板 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ の 形 状 を 、 半 球 形 又 は 円 錐 形 に 構 成 す る と
一 層 の 指 圧 効 果 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 続 い て 、 上 記 小 前 面 板 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ を 設 け た ク ッ シ ョ ン １ に よ る 効 能 に つ い て 、 図 ８
に 示 す 使 用 状 態 に 基 づ き 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ク ッ シ ョ ン １ は 、 着 席 姿 勢 に て 椅 子 の 背 も た れ 部 ４ と 使 用 者 ５ の 背 中 ６ の 間 に 入 れ て 使
用 す る （ ク ッ シ ョ ン 外 包 ２ は 説 明 の 都 合 上 省 略 し て い る ） 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の と き 、 小 前 面 板 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ は ク ッ シ ョ ン １ の 中 材 ２ で は 前 方 に 最 も 突 出 し た 部
分 と な り 、 こ れ が 、 骨 盤 の 上 部 、 す な わ ち 背 骨 ９ の Ｓ 状 カ ー ブ に お い て 前 方 に 凸 状 に 反 り
返 っ た 彎 曲 部 を 、 背 骨 （ 腰 椎 ） ９ の 両 側 部 か ら 背 骨 （ 腰 椎 ） ９ へ の 不 快 な 当 た り を 避 け つ
つ 支 持 し 、 か つ 前 方 に 適 度 に か つ ソ フ ト に 押 圧 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 そ の た め 、 ク ッ シ ョ ン １ を 快 適 に 長 時 間 使 用 で き 、 ま た ク ッ シ ョ ン １ に よ っ て 使 用 者 ５
の 姿 勢 な い し は 背 骨 ９ の 形 状 を 適 正 に 維 持 し 、 更 に は 矯 正 す る と い う 効 能 を も 発 揮 す る 。
　 　 　
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 こ の 腰 部 の 押 圧 に よ っ て 、 自 然 に 下 腹 部 （ 丹 田 ） に 適 度 の 張 り が 生 じ る た め 、 自
然 に 複 式 呼 吸 を 促 し て 、 気 分 が 爽 快 に な り 、 疲 労 の 回 復 や 精 神 の 安 定 な ど の 効 用 も 期 待 で
き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る ク ッ シ ョ ン の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 中 材 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 中 材 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 中 材 の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 中 材 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る ク ッ シ ョ ン の 使 用 状 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 そ の 他 の 実 施 の 形 態 の 中 材 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 そ の 他 の 実 施 の 形 態 に 係 る ク ッ シ ョ ン の 使 用 状 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 　 １ 　 ク ッ シ ョ ン
　 　 ２ 　 ク ッ シ ョ ン 外 包
　 　 ３ 　 中 材
　 　 ４ 　 椅 子 の 背 も た れ 部
　 　 ５ 　 背 中
　 　 ８ 　 骨 盤
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　 １ ０ 　 背 伸 ば し 部
　 １ １ 　 背 骨 逃 が し 部
　 １ ２ 　 背 筋 支 持 部
　 ２ ０ 　 胸 椎 ・ 腰 椎 支 持 部
　 ２ ３ 　 腰 椎 支 え 部
　 ２ ４ 　 第 ２ の 背 骨 逃 が し 部
　 ３ ０ 　 骨 盤 収 容 部
　 ３ ２ 　 骨 盤 支 持 部
　 ３ ３ 　 凹 み 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

(10) JP 2006-95262 A 2006.4.13



【 図 ８ 】
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